
「（仮称）中ノ森山風力発電事業環境影響評価準備書」 

に対する環境大臣意見 

 

本事業は、中ノ森山風力合同会社が、福島県双葉郡浪江町及び葛尾村におい

て、最大で出力 24,000kW の風力発電所を設置するものであり、再生可能エネル

ギーの導入・普及の推進により、地球温暖化対策に資するものである。 

一方、対象事業実施区域の周辺には複数の住居及び学校その他の環境の保全

についての配慮が特に必要な施設が存在している。 

また、対象事業実施区域の一部は、「原子力災害対策特別措置法」（平成11年法

律第156号）に基づく帰還困難区域であり、本事業の実施に当たっては工事等に

よる放射性物質の飛散・流出に注意が必要である。さらに、福島県内においては、

国等による除染事業、中間貯蔵施設事業、廃棄物処理事業等の大規模事業が行わ

れているため、本事業による環境影響等が住民の帰還等の支障とならないよう、

関係機関と十分連携・調整し、事業を進めることが必要である。 

以上を踏まえ、本事業の実施に当たっては、以下の措置を適切に講ずるととも

に、その旨を評価書に記載すること。 

 

１．総論 
事業実施に当たっては、以下の取組を行うこと。 

（１）関係機関との連携及び地域住民等への説明 
本事業の実施による環境影響の程度や環境保全措置の内容等について、関係

する地方公共団体や地域住民等へ説明するとともに、意見聴取等の機会を十分

に確保した上で、事業を進めること。また、避難中の住民への説明・意見聴取

等については、関係機関と十分に連携・協議の上、実施すること。また、周辺

住居ごとの居住状況や帰還の方向性等の情報の把握に努めること。 

さらに、福島県内においては、国等による除染事業、中間貯蔵施設事業、廃

棄物処理事業等の大規模事業が行われているため、工事の実施に際しては、国

等の関係機関と十分に協議・調整を行った上で、事業を進めること。 
 
（２）事後調査等について 
ア 事後調査を適切に実施すること。また、その結果を踏まえ、必要に応じて、

追加的な環境保全措置を講ずること。 
イ 上記の追加的な環境保全措置の具体化に当たっては、措置の内容が十分な

ものとなるよう、これまでの調査結果及び専門家等からの助言を踏まえて、

客観的かつ科学的に検討すること。また、検討の過程やその対応方針等を公

開し、透明性を確保すること。 
ウ 事後調査により本事業による環境影響を分析し、判明した環境の状況に 

応じて講ずる環境保全措置について、検討の過程、内容、効果及び不確実性
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の程度について報告書として取りまとめ、公表すること。 
エ 対象事業実施区域の周辺においては、他の事業者による環境影響評価手続

が終了若しくは手続中の風力発電事業が計画されている。他の事業との累積

的な影響に係る事後調査及び環境監視の実施に当たっては、他の事業者と情

報を共有するよう努めるとともに、必要に応じて合同での調査を実施するこ

と等により、累積的な影響を最大限把握すること。 
オ 他の事業者から累積的な影響の予測又は評価に必要な情報の提供依頼が

あった場合には、可能な限り情報を共有することで、地域全体の環境影響の

低減を図ること。 
 

２．各論 

（１）植物に対する影響 

  本準備書における調査、予測及び評価においては、本事業の実施による改変

区域を一部踏査できていない箇所がある。このため、工事実施前に改変区域内

を再度踏査し、重要な種が確認された場合には、専門家等の助言を踏まえて、

必要に応じて、追加的な環境保全措置を講ずること。また、この踏査の実施に

ついて事後調査計画に位置付けるとともに、調査結果については事後調査報

告書に記載し、公表すること。 

 

（２）発生土等 

本準備書によれば、本事業の実施に伴う発生土や伐採木等の廃棄物（以下「発

生土等」という。）は、本事業等の中で再利用し、残土については対象事業実

施区域内から搬出しないこと、廃棄物については再利用が困難な場合は適正に

処理することとする計画となっている。しかし、全ての発生土等の再利用等を

完了するまでには、比較的長期間を要する可能性があること等から、以下の措

置を講ずること。 

ア 発生抑制の徹底 

工事規模や工法の工夫等により、発生土等の発生量を可能な限り抑制する

こと。 

イ 発生土等の運搬・一時保管・処理 

発生土等を運搬する場合には、飛散・流出等により周辺環境に影響を及ぼ

さないよう、適切に運搬すること。また、ヤード等における一時的な保管時

や残土処理時において、濁水の発生防止や土砂の流出防止その他の措置に

より、周辺環境に影響を及ぼさないよう、適切に管理すること。 

ウ 廃棄物の処分 

廃棄物を処分する場合には、それらの放射性物質濃度を調査するととも

に、関係機関と調整した上で、適切な方法で運搬、処分等を実施すること。 

 
 



（３）放射線の量 

対象事業実施区域及びその周辺においては、空間線量率が比較的高い区域が

存在することから、工事実施前の空間線量率の測定・把握を行った上で、工事

を実施する際には、必要に応じ、放射性物質の飛散・流出を防止するための環

境保全措置を講ずること。 

また、事後調査においては、工事実施前に空間線量率を測定した地点におい

て空間線量率を測定し、その結果を踏まえ、必要に応じて、追加的な環境保全

措置を講ずること。 

 


